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令和３年（ワ）第７６４５号 「結婚の自由をすべての人に」訴訟請求事件 

原告 山縣 真矢 ほか７名 

被告 国 

 

原告ら代理人意見陳述要旨 

（憲法判断にあたって原告らの個別事情を踏まえるべきこと） 

 

２０２３（令和５）年５月２５日 

 

東京地方裁判所民事第４４部甲合議１Ａ係 御中 

 

原告ら訴訟代理人弁護士  北 條 友里恵 

 

第１ はじめに 

   昨年１１月、本訴訟同種事件である「結婚の自由をすべての人に」

東京第一次訴訟の判決が下されました（以下「東京一次訴訟判決」と

いいます。）。東京一次訴訟判決は、婚姻の本質たる共同生活の実態に

関し法律上同性同士のカップルと法律上異性同士のカップルとの間

で差異はないことを認めました。 

また、現行法が定める婚姻制度から排斥され、婚姻による家族とし

ての法的保護と社会的公証を受けることができないという不利益を

受けている法律上同性のカップルの現状について、東京一次訴訟判決

は「同性愛者の人格的生存に対する重大な脅威・障害であり、個人の

尊厳に照らして合理的理由があるとはいえず、憲法２４条２項に違反

する状態にある。」と判示しました。 

東京一次訴訟判決は、同種事件当事者らが勇気をもって作成・陳述
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した個別事情書面、本人尋問の供述、陳述書、意見陳述などに裁判所

が真摯に向き合い、当事者らの生活の実態と深刻な不利益を受けてい

る事実を正確に踏まえて下された重い判断です。 

本訴訟においても、原告らの個別事情に真摯に向き合った上で、人

権の最後の砦としての矜持をもった憲法判断がなされなければなり

ません。 

 

第２ 裁判所に求める姿勢 

今回提出した陳述書では、原告らが自らの性的指向・性自認に気づ

くまでの過程と気づいてから歩んできた人生、パートナーとの生活や

家族との関係性が語られています。原告らのパートナーとの共同生活

の実態は、法律上異性同士のカップルの共同生活の実態となんら差異

はありません。 

しかし、実態に差異はないにもかかわらず、法律上同性同士のカッ

プルは合理的理由なく婚姻制度から排斥され、婚姻による家族として

の法的保護と社会的公証を受けることができないという不利益が生

じています。 

そして、原告らの陳述書からも明らかなとおり、これらの不利益が

数多く積み重なり、性的少数者らの人生のあらゆる場面での障壁とな

っています。 

先日、街中で「ＬＧＢＴなんて、そんなことより国会で検討すべき

ことがある。」と演説している人を見ました。 

しかし、過去も、現在も、そして将来も社会にいる原告らをはじめ

とした性的少数者らが、それぞれの人生の中で直面している不利益は、

「そんなこと」と軽んじられるようなものでは決してありません。 

過去から現在に至るまでの間に、原告らをはじめとした性的少数者
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らが数多くの積み重なった不利益にさらされ続けていること、そして、

現状のままでは将来にも不利益が続くという事実に、陳述書や今後の

尋問で語られる原告らの人生を通じて、裁判所には真摯に向き合って

いただきたく思います。 

以上 


